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図2　学年別回答状況
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る。特に，中学3年生は80％近くの生徒が経験しているが，中学3年生を対象とした高校
の1日入学の中で操作をしたとの事である。質問6の「パソコンの保有率」はかなり低く，
学年によっては保有者0も見られる。質問7・8は現在のパソゴンでは一般的なBASIC言
語に関する問いであるが，言葉として知っているものはそれほど多くなく，プログラムを
組んだ経験を持つものも少ない。プログラムを組んだ事があるという生徒も，話を聞いて
みると雑誌に掲載の簡単なプログラムを打ち込んだり，入門書で少しかじった程度である。
パソコンのハードに興昧を示す者や機械語・アセンブラによるプログラミング，BASICで
あっても自分の必要とする処理を実現させるような意図的なプログラミングの経験者はい
なかった。
質問1：パソコンという言葉を知
　　っていますか。
質問31パソコンについてもっと
　　知りたいと思いますか。
質問4：パソコンをさわった（操
　　作した）ことがありますか。
質問5：パソコンを実際にさわっ
　　てみたいと思いますか。
質問6：あなたの家にパソコンが
　　ありますか。
質問7．BAS　I　Cという言葉を
　　聞いたことがありますか。
質問8：BAS　I　Cでプログラム
　　を組んだことがありますか。
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図3　回答者全体（男女別）の傾向
　回答者全体（男女別）の傾向を図3に示した。
　パソコンの操作経験者の割合（質問4）は男女ともほぼ半数であるが，パソコンに関す
る興味関心の度合（質問3・5）は男子より女子に高いことがわかる。男子が女子と同程
度の操作経験を持ちながらも，関心を示さない者が多いことは予想外の結果であった。こ
の傾向が，本地区だけに限られるものか，都市部でも同様の傾向を示すのか，この傾向の
要因は何なのか等疑問点を見いだすことができるが，本調査のデータだけでは判断するこ
とができない。今後の課題である。また，パソコンの保有率（質問6）も，生徒個人の所
有であるか否かは別にして，女子11．8％に対して男子0％である。操作経験者の興味関心
の問題と同様女子が男子より高い保有率を示している。質問8のプログラミング経験は，
パソコン保有率の結果を反映したものと考えることができる。やはり，程度は低くてもプ
ログラミングを行うためにはある程度のパソコンを操作する時問が必要であると考えられ
るため，保有者にプログラミング経験が多いものと判断できる。少数ではあるが，質問3・
5において興味関心を持たないものが存在することは注意を要する問題である。将来的に
情報教育を推進していく場合，このような興味関心を持たない生徒たちをどのようにひき
つけ学習を成立させるか，重要な課題として捉えたい。
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操作経験あり
質問3「パソコンをもっと
　　　知りたいカ〉」
質問5「パソコンをもっと
　　さわりたいか」
操作経験なし
質問3「パソコンをもっと
　　　知りナこいカ〉」
質問5「パソコンをもっと
　　さわりナこいか」
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図4　パソコンの操作経験と興味・関心
　パソコンの操作経験（質問4）と興味・関心（質問3・5）について，図4に示した。
　やはり，操作経験者は未経験者より興味・関心の割合がより高いことが認められる。女
子の経験者は全員が興味を持ったのに対し，男子の経験者は興味を持たなかった者がいる。
どの程度の経験をしたかは不明であるが，情報教育開始時には少なくとも嫌いにさせない
授業の展開を考えていく必要があろう。
　質問2「パソコンは何をするものだと思いますか。」による回答結果より，パソコンに対
して持っている生徒のイメージを概観することができる。回答結果に含まれる語句を頻度
別にならべたものを下に示した。各語句の後の（）内の数字は回答に含まれていた総数
である。
・ゲーム（6）
・遊び（6）
・文字や絵をかく（5）
・勉強（5）
・資料の整理（4）
・仕事（4）
・調べる（3）
・計算（2）
・設計（家など）（1）
・記憶させる（1）
・問題を解く（1）
・質問に答える（1）
・物の組立（1）
・印刷（1）、
・情報処理（1）
・情報を知る（1）
・わからない（8）
　具体的な回答では，「ゲーム」と答えたものが最も多い。抽象的なイメージの「遊び」と
合わせると23．5％もの比率を占める。生徒にとっては，遊ぶ道具としてのパソコンという
イメージが最も強いものと考えられる。そのほか，「文字や絵をかく」といったワープロ的
な側面，「資料の整理」「調べる」などであらわされる表集計・データベース的側面などが
多数を占めている。また，「遊び」「勉強」「仕事」など漠然とした抽象的なイメージがかな
り含まれている。パソコンのいろいろな働きを総合すると，このようなイメージになるの
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であろうか。それにしても，パソコンのイメージはまず「遊び」であり，「勉強」や「仕事」
の道具としてより「遊び」道具としてのパソコンにかなりの興味や関心持っていることが
分かる。このことから，情報基礎の学習にゲーム的な遊びの要素を含めた指導は，生徒に
興味を持たせる上で有効であると考えられる。
4　おわりに
　質問紙法により，僻地部の中学生のパソコンに関する意識調査を行った結果，次のよう
なことが明かとなった。
　パソコンに対する興味・関心は男子より女子に強い。これが一般的な傾向なのかこの地
域に特有な傾向なのかは十分な判断ができなかった問題であり，今後の課題である。この
地域の中学生のパソコンの保有率はかなり低いが，「もっとさわりたい」「もっと知りたい」
といった興味や関心は非常に高い傾向がみられた。BASIC言語に関する意識は低く，プロ
グラミングの経験者も少ない。パソコンに対するイメージとしては，「ゲーム」や「遊び」
の道具としてのパソコンといったものが多く，つづいてワープロ的なイメージ，表集計・
データベース的なイメージが多い。このようなイメージを利用するならば，情報基礎の学
習にはゲーム的な遊びの要素を含めた指導が有効であると考えられる。
　今後，調査対象を拡大し，より多くの生徒のパソコンに関する意識を調べる必要があろ
う。
